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１．ま͕͖͑

ۙ年，ઌ進ࠃでは急速な生活ڥ؀のม化がىこり，人の

生活行動や֗のܗがมわり࢝Ίている．গ子高ྸ化の急

速な進行，ڥ؀ҙࣝの高·りと $02 ഉग़ݮ࡟行動のఆண

化，౎市部΁の人口集中（１），それらを見ਾえたंґଘから

୤٫した֗ͮくり（̎），ग़かけなくてもࡁΉ *T αービεの

進化なͲ多ذに౉る．日本ࠃ内では人々のҠ動をଅすࡦࢪ

として，ژ౎市による人のา行空ؒを増େさせるࢼみ（３）

が実ࢪされている．しかしながらશࠃతには高ྸ者，若者

を໰わずҠ動ճ数が௿下しͭͭあること（̐）が報ࠂされて

いる．

Ҡ動にͭいての෼ੳによれば，通ۈや通学といったඞ要

な৔所に行くたΊの೿生ध要としてのҠ動と，ドϥΠϒや

ཱྀ行のようにҠ動すること自ମを目తとする本ݯध要のҠ

動の二ͭがある（５）とड़べられている．前者をຬ଍させるた

Ί，人口が集中する౎市部ではిंやόε，タΫγーなͲ

の公ަڞ通機ؔが発ୡしているが，ύーιφϧモビリティ

である自動ंにରしては，公ަڞ通機ؔのॆ実にൺべ，自

動ंҠ動にඞ要なΠンϑϥεトϥΫνϟ，すなわͪಓ࿏，

றंࢪઃなͲがෆ଍しがͪになる．さらに前ड़の *T αー

ビεの進化により೿生ध要のҠ動がݮগし，いわΏるं཭

れにͭながっていると考えられる（̒）．

そこでなͥ人はҠ動するのか，本ݯध要としてのҠ動に

ண目する．これ·での，本ݯध要のՁ஋向্のऔり૊みと

しては，Honda による次世代ύーιφϧモビリティ実ূ実

活力，৺のॆ଍感，߁されている．そこでは݈ࢪが実（̓）ݧ

なͲの生活の質の向্を൐うՁ஋がఏҊされている．本ߘ

ではҠ動のՁ஋としてࢄาにண目し，ίンセϓトを۩現化

しূݕをՃえる．ؾ··にҠ動しながら֗をָしΉこと，
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Design Philosophy of Honda WANDER STAND CONCEPT

要　　旨

生活ڥ؀のม化や技術の進化に൐いモビリティにରす

るχーζがมわっていくことを૝ఆし，新しいモビリティ

のՁ஋をݕ౼した．Ҡ動のϓϩセεをࢄาのようにָしΉ

というίンセϓトのモビリティを۩現化したものとして，

Honda	WANDER	4TAND	$0N$E1TをఏҊした．これは

自動ӡ転によるখؾిܕ自動ंであり，୭もがさっと৐り

にҠ動ՄೳであることがܰؾにせずؾΊ，ӡ転のෆ҆をࠐ

ಛ௃である．

·た 2015 年 11 月に開࠵された౦ژモーターγϣーに

͓いてՔಇモσϧを公開し，དྷ৔者にΞンέートを͓こ

なった．その݁Ռ，εタΠリンάとίンセϓトのఏҊ内容

にͭいてड容ੑがあることが֬ೝされた．

ABSTRACT

Anticipating changes in mobility needs stemming 
from changes in living environments and the further 
evolution of technology, Honda has examined the 
value of new forms of personal mobility, and has 
proposed the Honda WANDER STAND CONCEPT as 
a mobility aid embodying the concept of making the 
process of getting from place to place using the device 
as enjoyable as taking a stroll. The Honda WANDER 
STAND CONCEPT is a small, automated-driving 
electric vehicle that can be quickly and easily ridden 
by any user, and that makes it possible to comfortably 
move from place to place without any of the concerns 
associated with driving.

A working model of the Honda WANDER STAND 
CONCEPT was exhibited at the Tokyo Motor Show 
held in November 2015, and visitors were asked 
to complete a questionnaire regarding the unit. The 
results of this questionnaire demonstrated that the 
public was receptive to the styling and the concept 
proposed for the unit.
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日ৗతな෩ܠの中に新たな発見をすることをՁ஋と૝ఆし

モビリティをఏҊする．

２．8A/%&Rのίϯηϓト

本モビリティの代表తなユーザとしては֗のॅຽや外部

からの๚໰者を໰わず，֗ าきでの新たな発見にظ଴する

人ୡを૝ఆした．

活用されるエリΞはา行者を中৺とした市֗地と૝ఆ

し，ै དྷのंよりίンύΫトな二人৐りモビリティとし

た．֗ をָしΉたΊの要ૉとしては，

	１
	ӡ転ૢ࡞に൥わされることなくܠ色をָしΉたΊ，自

動ӡ転でҠ動できること

	̎
であることܕい࿏地もೖれるখڱ	

	３
	า行者のようにཱͪࢭ·ったり振り返ったりできる

機動ੑを༗すること

Ҏ্の３要ૉとした．な͓࢖用Մೳな速౓域は，ओにۃ

௿速から 30	 LN�h ఔ౓を૝ఆしている．この３要ૉを·と

Ί্͛，ࢄาのようにܰؾにҠ動できるというҙຯをࠐΊ

てWANDERと໊෇けた．

３．8A/%&R�STA/%�C0/C&1T

�����ύッケーδとద༻ٕज़
自動ӡ転にͭいて Hond a としては，事ނθϩのモビ

リティ社会にΉけたऔり૊みを͓こなっている࠷中であ

る（̔）．日本ࠃ内では，ࠃՈઓུಛ۠に͓いて，׬શ自動ӡ

転の੔උڥ؀がٞ論されている（̕）．2020 年の౦ژΦリン

ϐοΫ時に，౦ژの一部でࠃՈઓུಛ۠として׬શ自動ӡ

転がೝΊられることを૝ఆし，自動ӡ転でよりܰؾに人が

Ҡ動できる෩ܠを表現した．

次にαΠζと機動ੑにͭいての考え方を記載する．౎市

ं，モビリティではܕの超খܕ ମのશ෯をڱΊるたΊにタ

ンσϜのγートレΠΞ΢トを࠾用することが多いが，ମݧ

のڞ༗や会࿩のしやすさを重ࢹし，ԣฒͼの໊̎৐ंであ

りながら，શ長 2000	NN，શ෯ 1250	NN のίンύΫトなレ

ΠΞ΢トとしたۦ． 動方式にͭいては，WANDER に;さ

わしい，าいているかのような自༝自ࡏの動きをՄೳとす

るたΊにHonda	0Nni	Traction	Drive（10）（Ҏ下 H0TドϥΠ

ϒ）を̐輪に౥載したిؾ自動ंとした．׬શ自動ӡ転と

H0TドϥΠϒのฏ行Ҡ動やટճのૢ࡞にରԠするたΊ，ϋ

ンドϧ，ΞΫセϧ౳のطଘϚンϚγンΠンターϑΣーεに

代わる׬શ自動ӡ転ならではのΠンターϑΣーεを考Ҋし

た．݁ Ռతにϖμϧૢ࡞がなくなり，ண࢟࠲੎の自༝౓を

্͛ることにد༩している．

に活用するたΊには，৐߱のརศੑを高Ίることがܰؾ

重要と考え，さっと৐りࠐΊるたΊの超௿চϑϩΞや動ઢ

を考ྀした前開きのドΞをઃఆし，৐߱時に࢟੎ม化がগ

ない，ࠊ高のγートϙジγϣンとした．身長にかかわらず

৐りࠐみやすいトーϧϘσーやࠨӈ，্ 方のܠ色をָしみ

ながらもφビ৘報をಘるたΊにશ໘ϔοドΞοϓσィεϓ

レΠを૷උしたΩϟビンとした（Fig. 1）．

�����スλイϦϯάσβイϯ
֗なかを自動ӡ転で自༝に動きճるモビリティである

ことから，৐員や周ғのา行者が҆৺して活用できること

を࠷༏ઌにݕ౼を͓こなった．·た歴史తな֗ฒみでも࠷

ઌ୺の౎市部にもͲͪらにも༹けࠐΉこと，人が৐ंした

࢟が自然に見えること，に考ྀして TiNple，clean，Nodern

をεタΠリンάίンセϓトとしてσザΠンした．自動ӡ転

のモビリティとして周ғに҆৺感を༩えるたΊに，ϑϩン

ト，αΠドにରしてリϠが広く෴われたσザΠンとするこ

とにより，ଞंから見たときのࢹೝੑや҆৺感を࣋たせた

（Fig. 2）．前後のϥΠトを動࡞と࿈動してޫらせることで

自動ӡ転΁の切りସえがわかるようにした．·た，า行者

がं輪によるҖѹ感を感じないようैདྷ自動ंのڧいΞΠ

ίンであるタΠϠをӅし，センαやϥΠトとؔ࿈させてσ

Fig. 1   Final rendering

Fig. 2   Final exterior
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ザΠンすることでઌ進తな印৅をԋग़し，า行者にରして

の҆৺感を表現している（Fig. 3）．これはH0TドϥΠϒの

用によりं輪にૢ଩֯を༩えるඞ要がないたΊ実現でき࠾

た．ॎ長のϙジγϣンϥンϓはಛ௃であるഎ高なύοέー

ジをڧ調し，طଘの৐り෺とҧうモμンなモビリティであ

ることのΞΠίンとなっている（Fig. 4）．

�����イϯテϦΞσβイϯ
ӡ転することを前ఏとするのではなく，ࢄาのようにد

りಓをしながらܠ色を؍覧したり，ときにはಓ行く人と会

࿩をָしΉようなγーンを૝ఆしてΠンテリΞをσザΠン

した．そのたΊに，ମ֨を໰わずา行者とಉじ目ઢとなる

高さにΞΠϙΠントをઃఆし，ܰؾに৐り߱りできるよう

ઙくֻࠊけた৐ं࢟੎とした．この৐ं࢟੎を実現する্

下ঢ߱εϥΠド෇きγートと，όーΧ΢ンタのようにレΠ

Ξ΢トしたテーϒϧをઃఆした（Fig. 5）．·た，外ग़ઌでの

ങい෺を૝ఆし，଍ݩにבやങい෺したՙ෺なͲがஔける

ऩೲを഑ஔした．

૸行中はӡ転ૢ࡞や地ਤにҙࣝをとられず，ܠ色をָし

ΊるようΠンターϑΣーεσザΠンを͓こなった．ϝΠン

の৘報ܥはܠ色のม化に࿈動しさ·͟·な৘報をөしग़す

ϔοドΞοϓσィεϓレΠとし，૸行の৘報やं྆とのҙ

思ૄ通用にはେܕセンタσィεϓレΠと̎ܥ౷のΠンター

ϑΣーεを࣋たせた．自動ӡ転をิࠤするΠンターϑΣー

εとして，རき࿹のࠨӈを໰わず୭もが自ࡏにかͭ直؍త

にं྆を動かせるユχόーαϧジϣΠεティοΫίント

ϩーϧをテーϒϧセンタに഑ஔした．	୭もがѻいやすく਌

しみのもてる空ؒとすることで，Կ౓でも৐ってग़ֻけた

くなるΠンテリΞとなるよう޻夫した（Fig. 6，Fig. 7）．

Fig. 5   Modern sliding seat

Fig. 6   Universal instrument panel
Fig. 3   Light on corner

Fig. 4   Iconic headlight Fig. 7   Center display and joystick controller
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�����ΧϥーɼϚテϦΞルσβイϯと಺֎ίーσΟωート
ւ外からの๚໰者がモビリティを活用する際に，日本ら

しい఻౷と͓もてなしを感じることを目తとして，Χϥー

ίンセϓトを +apaneTe	.odern とした．このモビリティは

ΠンテリΞが一目で外から見えることがಛ௃であるたΊ，

内外γーϜレεなΧϥーίσィωートとしてϗϫΠト，ग

色，ϒϥοΫの３色を࠾用した．エΫεテリΞにはϋΠϥ

ΠトがΰーϧドにًくϗϫΠトΧϥーを用い，ॎ基調のಛ

௃తなεタΠリンάを際ཱたせるだけでなく，H0T ドϥ

Πϒによるंମのಠಛな動きをԕくからでもࢹೝすること

ができるように，見る֯౓によって色ม化する質感を表現

した（Fig. 8）．ϑϩΞ，γートΧϥーは，レοドΧーϖοト

のように৐る人をண࠲·でもてなすΠϝージを࣋たせるた

Ίにग色を࠾用した．ಛにγートϑΝϒリοΫはژ౎市੢

ਞの৫෺技術を࣋ͭ株式会社ࡉඌとڞಉ੡࡞による質感の

ҧうෳ数のࢳを޼みに৫りࠐΉことで，֯ ౓によってฑの

見え方がણࡉにม化するҙঊとした（Fig. 9）．これもH0T

ドϥΠϒによるंମのಠಛな動きをָしΊる要ૉとして

いる．日本らしさを感じさせるଞのֻ࢓けとして，外૷の

ϑϩントセンタ部，リϠセンタ部，ドΞ内൘部，ϧーϑ部

には日本のཝؒをΠϝージしたܗ֯ࡾύターンをࢪした

（Fig. 10）．

�����ίϯηϓトとスλイϦϯάのड༰性ূݕ
౦ژモーターγϣー2015 に Honda	WANDER	4TAND	

$0N$E1TとWANDER	WAL,ER	$0N$E1Tをग़ల

（Fig. 11）し，དྷ৔者Ξンέート調ࠪを実ࢪし，զ々がఏ

ҊしたίンセϓトとεタΠリンάのड容ੑをূݕした．
Fig. 12に݁ূݕՌをࣔす．Ξンέートは૯数 215 ݅をճ

ऩし，そのうͪHonda	WANDER	4TAND	$0N$E1T΁

は 94 ݅のίϝントがدせられた．

自転ंや原動機෇自転ंと今ճఏҊした WANDER	

4TANDとWANDER	WAL,ER（一人৐りύーιφϧモ

ビリティ）のͲれに৐ってみたいかという質໰に͓いては，

Fig. 8   3D white color

Fig. 9   Textiles for seat fabric

Fig. 10   Triangle pattern
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Traveling
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Park,
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11%

To nearest
public transport
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Which vehicle would you 
prefer to ride?

In what kind of situation would you
like to ride the WANDER STAND 

or WANDER WALKER?

Moped
4%

Bicycle
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WANDER
STAND

62%

WANDER
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28%

Fig. 12   Questionnaire result (215 respondents)

Fig. 11   Tokyo Motor Show 2015
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ׂ̒Ҏ্のユーザがWANDER	4TANDに৐ってみたいと

のճ౴をࣔした．Ͳういった目తに࢖いたいかという質໰

にͭいては，約൒数のユーザがཱྀ行やレジϟーなͲに࢖い

たいというճ౴がಘられた．いͭྔ࢈されるのか，৐って

みたい，なͲίンセϓトड容ੑにؔするίϝントは５݅で

あった．自動ӡ転をମݧしてみたい，ָ に৐れそう，なͲ

自動ӡ転にؔするίϝントは 11 ݅であった．	夫්二人や

子ڙと二人でָしΉ，なͲ二人৐りのίンύΫトさにؔす

るίϝントは݅̕であった．自動ӡ転技術はෆ҆，なͲ技

術తなݒҊにؔするίϝントは̐݅であった．自動ӡ転に

ͭいてのෆ҆にؔするҙ見がग़ることは૝ఆしていたが，

૯じてকདྷੑをظ଴するίϝントが多く，ίンセϓトとε

タΠリンάのड容ੑを֬ೝできた．

４．まとめ

ैདྷのύーιφϧモビリティがҠ動の೿生ध要をຬたす

ようにσザΠンされ，ޮ ཰を௥ٻしていたのにରして，今

ճզ々はҠ動の本ݯध要を༠発し，増Ճさせるモビリティ

としてWANDER	$0N$E1TをఏҊ，۩現化した．౦ژ

モーターγϣー2015 に͓いてはその新しいίンセϓトと

εタΠリンάにͭいてड容ੑがあることがわかった．

すべての人が，৺から҆৺して，Ͳこ΁でも自༝にҠ動

することができる，そΜな社会の実現を目ࢦし，ܧଓతな

研究開発を進Ίていきたい．
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